
総合特別区域評価・調査検討会における評価結果の概要（平成28年度）

２．分野等別状況 （２）地域活性化総合特区 ④観光分野（6/6）

※「正」とは平成28年３月末までに計画が認定された地区の評価、「準」とは平成28年３月末時点では計画が認定されていない地区の評価を意味する。

評価
区分
（※）

総合
評価

(ⅠとⅡとⅢ

を１：１：２の
割合で計
算)

総合評価に係る専門家所見（主なもの）

Ⅰ

目標に向けた取組
の進捗

Ⅱ

支援措置の活用と
地域独自の取組の
状況

Ⅲ

取組全体に
わたる事業
の進捗と政
策課題の解
決

千年の草原の継承と創造
的活用総合特区
（阿蘇市等）

正 3.4 3.6

進捗度

・草原面積、
野焼き再開牧
野数

97％

・あか牛肉料
理認定店数

91％

・草原再生募
金額

22％
等

3.4

規制の特例等

・第三種旅行
業者の企画旅
行催行区域制
限の緩和

財政支援等

・草原案内・見
回りマッチング
システム構築
支援事業

地域独自の
取組

・ASO環境共
生基金事業

・入湯税収観
光活用事業

等

3.3 ・阿蘇の草原景観は大変希少な観光資源であ
る。噴火や震災など予期せぬ自然災害によって、
評価指標の数値では進捗していないところもあ
るが、阿蘇地域の価値の重要な部分を担う草原
維持の取り組みの方向性と具体的な施策を高く
評価している。

・阿蘇地域の魅力は自然・生活文化等々広域的
な魅力要素から構成されるだけに、そうした各
種魅力要素に即したマーケティングの展開、そ
の中で「特区」の「肝」となっている広域的な体験
観光商品の開発・販促に取り組んで欲しい。

・唯一、低迷が続く「草原再生募金額」について
は、着地型商品に組み込む等により、趣旨に賛
同する観光客から寄付金をいただくなど検討さ
れたい。


